
「人づくり」と「ネットワーク化」に取り組む

　石田　和史氏（いしだ・かず
し）、誠工社（兵庫県豊岡市）
社長、各種券、カード処理ユニ
ットおよび公共・金融関連機器
の設計製造。 年から兵庫工業
会理事。 歳。

　頃安　雅樹氏（ころやす・ま
さき）極東産機（兵庫県たつの
市）社長、インテリア施工省力
機器、畳・ふすま製造機器、特
殊産業機器などの設計製造。
年から兵庫工業会理事。 歳。

　神門　登氏（しんもん・のぼ
る）ハニー化成（神戸市長田
区）専務、塗料、合成樹脂、接
着剤などの化学製品および原料
の製造・販売。 年から兵庫工
業会理事。 歳。

　番所　利行氏（ばんしょ・と
しゆき）洲本整備機製作所（兵
庫県洲本市）社長、各種高圧洗
浄機、スチームクリーナーなど
の設計製造。 年から兵庫工業
会理事。 歳。

夏のビッグイベント２０１３

２
６
日
開
催
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
で

　
兵
庫
工
業
会

神
戸
市
中
央
区
、
池

田
辰
雄
会
長
、
０
７
８
・
３
６
１
・
５

６
６
７

は
８
月

日
に
神
戸
市
中
央

区
の
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
で
「
夏
の

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
２
０
１
３
」
を
開

く
。
兵
庫
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、

ひ
ょ
う
ご
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
関

西
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
と
の
共

催
。

時
か
ら
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
に
よ
る
地
域
活
性
化
」
や
「
起
業
支

援
の
新
ス
タ
イ
ル
と
活
用
メ
リ
ッ
ト
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
パ

ネ
ル
討
論
会
の
ほ
か
、
「
中
小
企
業
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
戦
略
」
が
テ
ー
マ
の

創
業
・
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
無
料
で
開

く
。

時
半
か
ら
有
料
で
経
済
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
財
部
誠
一
氏
が
「
激
動
す

る
世
界
経
済
　
日
本
企
業
は
ど
う
生
き

残
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
す
る

ほ
か
、

時
か
ら
有
料
で
懇
親
会
も
開

く
。

ネ
ッ
ト
駆
使
海
外
取
引
開
拓

新
た
な
企
業
連
携
の
動
き
も

交
流
会
の
対
象
年
齢
拡
大
を

意
見
交
換
機
会
増
や
す
べ
き

モ
ノ
づ
く
り
企
業
手
携
え
発
展
目
指
す

兵
庫
県
は
播
磨
、
淡
路
、
但

馬
な
ど
個
性
豊
か
な
多
く
の

地
域
で
構
成
さ
れ
て
い
る

▲

　　
　　

　
―
県
内
で
も
地
域
に
よ
っ

て
景
況
感
に
違
い
が
あ
る
よ

う
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
現
状
を
ど
う
見
て
い
ま
す

か
。

　
頃
安
　
本
社
は
た
つ
の
市

だ
が
販
路
は
全
国
に
広
が
っ

て
い
る
た
め
、
地
元
の
景
況

に
影
響
さ
れ
に
く
い
。
今
は

大
手
か
ら
特
殊
機
器
の
引
き

合
い
が
あ
る
と
、
相
手
の
希

望
価
格
と
自
社
の
原
価
が
ほ

ぼ
同
じ
と
い
っ
た
厳
し
い
状

況
で
、
コ
ス
ト
面
か
ら
地
元

で
部
品
調
達
が
で
き
な
い
の

が
現
状
だ
。
た
だ
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
す
れ
ば
、

海
外
も
含
め
た
調
達
先
の
確

保
や
販
売
先
の
探
索
も
で

き
、
人
口
８
万
人
の
ま
ち
で

も
不
自
由
さ
は
な
い
。

　
―
石
田
社
長
の
会
社
が
あ

る
豊
岡
市
に

年
４
月
、
豊

岡
市
工
業
会
が
発
足
し
ま
し

た
。
但
馬
地
域
で
新
た
な
取

り
組
み
は
あ
り
ま
す
か
。

　
石
田
　
豊
岡
市
の
主
導
で

企
業
を
呼
び
会
合
を
開
い
た

際
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要

性
が
認
識
さ
れ
、
豊
岡
市
工

業
会
が
発
足
し
た
。
企
業
訪

問
で
ま
ず
、
互
い
を
知
る
こ

と
か
ら
は
じ
め
、
現
在
は
先

進
企
業
の
見
学
会
や
セ
ミ
ナ

ー
を
開
い
て
い
る
。
た
だ
、

眼
鏡
で
有
名
な
福
井
県
鯖
江

市
な
ど
と
違
っ
て
業
種
は
バ

ラ
バ
ラ
、
社
数
も
少
な
い
の

が
気
掛
か
り
。
そ
れ
で
も

年
１
月
に
黒
板
を
製
造
す
る

「
コ
ン
ゴ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
」

と
Ｔ
シ
ャ
ツ
製
造
の
「
マ
ジ

ッ
ク
」
が
コ
ラ
ボ
し
、
図
の

消
え
な
い
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

を
開
発
す
る
な
ど
着
実
に
成

果
は
出
は
じ
め
て
い
る
。

　
―
番
所
社
長
に
聞
き
ま

す
。
淡
路
地
域
の
産
業
界
に

変
化
の
兆
し
が
あ
る
そ
う
で

す
ね
。

　
番
所
　
淡
路
島
は
観
光
関

連
産
業
が
第
一
と
考
え
ら
れ

が
ち
。
で
も
、
モ
ノ
づ
く
り

と
い
う
基
礎
が
し
っ
か
り
し

て
い
な
い
と
い
け
な
い
。
そ

の
上
に
観
光
が
あ
る
べ
き

だ
。
最
近
、

歳
前
後
で
企

業
経
験
を
積
ん
だ
若
者
が
淡

路
島
の
親
元
に

帰
っ
て
き
て
お

り
今
後
、
地
域

の
活
力
と
な
る

と
思
う
。
楽
し

み
だ
。

　
―
将
来
に
発

生
が
想
定
さ
れ

て
い
る
大
地
震

や
、
そ
の
ほ
か

の
災
害
へ
の
備

え
は
。

　
番
所
　
地
震

へ
の
対
策
と
し

て
は
、
ま
ず
Ｂ

Ｃ
Ｐ

事
業
継
続
計
画

が

あ
る
。

年

月
の
台
風

号
で
洲
本
川
に
近
い
本
社
工

場
が
２

浸
水
し
、
設
備
や

部
品
が
被
害
に

遭
っ
た
。
将

来
、
南
海
ト
ラ

フ
を
震
源
と
す

る
地
震
に
よ
る

津
波
の
被
害
も

想
定
さ
れ
て
お

り
、
現
在
、
内

陸
の
淡
路
工
場

に
本
社
を
移
転

す
る
計
画
を
進

め
て
い
る
。
地
域
の
危
機
意

識
は
高
い
。

　
安
藤
　
わ
が
社
の
あ
る
神

戸
市
東
灘
区
は

年
の
阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
高
速
道
路

が
倒
壊
し
た
ほ
ど
被
害
が
大

き
か
っ
た
。
番
所
社
長
と
同

様
に
東
南
海
・
南
海
地
震
の

津
波
想
定
地
域
で
も
あ
り
、

災
害
へ
の
意
識
は
高
く
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
の
策
定
も
進
め
て
い

る
。

　
―
地
域
と
の
共
存
共
栄
も

重
要
な
問
題
で
す
。

　
安
藤
　
最
近
は
工
場
の
閉

鎖
や
移
転
後
に
マ
ン
シ
ョ
ン

や
住
宅
が
で
き
る
住
工
混
在

問
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、

気
軽
に
依
頼
で
き
て
い
た
近

く
の
外
注
先
も
減
少
し
、
モ

ノ
づ
く
り
を
取
り
巻
く
環
境

は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。

　
吉
田
　
尼
崎
の
住
工
混
在

問
題
は
大
手
企
業
撤
退
後
の

跡
地
が
マ
ン
シ
ョ
ン
や
大
規

模
商
業
施
設
に
な
る
た
め
、

周
囲
の
中
小
企
業
へ
の
影
響

が
大
き
い
。
都

市
の
行
政
問
題

で
も
あ
り
、

年
４
月
か
ら
商

工
会
議
所
で
は
尼
崎
市
と
人

事
交
流
に
よ
り
意
思
疎
通
を

深
め
始
め
て
い
る
。

　
池
田
　
皆
さ
ん
の
話
を
聞

く
と
、
人
材
育
成
な
ど
で
も

地
域
間
の
違
い
が
見
ら
れ

る
。
工
業
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強
会

の
定
期
的
な
開
催
を
支
援
で

き
る
。
企
業
は
人
次
第
。
地

域
の
教
育
機
関
は
必
ず
し
も

地
元
へ
の
就
職
を
薦
め
る
わ

け
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ

地
元
人
材
が
ほ
し
い
の
な

ら
、
若
者
の
目
を
地
元
の
企

業
に
向
け
さ
せ
る
努
力
が
要

る
。

　　 ２０１３年 平成２５年 ８月２３日 金曜日 【企画特集】 （ ）

　　
　　

　
―
工
業
会
の
発
展
に
向
け

て
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
聞
か

せ
て
下
さ
い
。

　
吉
田
　
若
手
を
上
手
く
活

用
し
て
、
工
業
会
の
会
合
に

会
員
が
積
極
的
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
る
手
法
を
考
え
て

ほ
し
い
。
若
い
人
が
進
ん
で

参
加
す
れ
ば
、
も
っ
と
全
体

が
活
性
化
す
る
は
ず
。
も
う

一
つ
、
個
人
の
さ
ま
ざ
ま
の

悩
み
を
共
用
し
た
り
、
相
談

で
き
た
り
す
る
場
も
あ
れ
ば

良
い
。

　
安
藤
　
大
手
、
中
小
に
関

わ
ら
ず
、
工
業
会
会
員
の
共

通
の
悩
み
は
人
材
育
成
だ
と

思
う
。
企
業
間
の
人
材
交
流

は
多
く
の
会
員
が
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
る
と
参
加
者
も

増
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

工
業
会
で
も
学
生
対
象
の
就

職
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
れ

ば
、
中
小
企
業
の
会
員
と
し

て
あ
り
が
た
い
。

　
石
田
　
神
戸
市
で
の
行
事

に
日
本
海
に
面
し
た
土
地
に

い
る
我
々
が
参
加
す
る
の

は
、
１
日
が
か
り
に
な
る
。

た
だ
今
後
、
互
い
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
密
な
関
係
が
で
き

れ
ば
、
活
動
も
よ
り
活
発
に

な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば

豊
岡
の
我
々
と
、
和
田
山
を

は
じ
め
と
す
る
但
馬
南
部
の

企
業
と
の
連
携
も
進
む
の
で

は
な
い
か
。

　
神
門
　
兵
庫
県
や
近
畿
経

済
産
業
局
な
ど
行
政
と
の
定

期
的
な
交
流
会
は
工
業
会
だ

か
ら
こ
そ
で
き

る
。
こ
う
し
た

集
ま
り
を
も
う

少
し
幅
広
い
年

齢
層
を
対
象
に

開
い
て
も
ら
い

た
い
。
経
営

者
、
中
堅
、
若

手
が
一
緒
に
交

流
で
き
る
場
も

求
め
た
い
。
こ

れ
を
若
手
が
自
分
の
意
見
を

発
表
す
る
訓
練
の
場
に
す
れ

ば
、
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
も
つ
な
が
り
、
企
業
も
活

性
化
す
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、

始
め
は
遊
び
を
基
本
に
し
た

会
で
な
い
と
成
功
し
な
い
。

兵
庫
県
は
幸
い
に
も
工
業
と

農
業
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
農

工
連
携
は
工
業
技
術
の
農
業

へ
の
応
用
だ
っ
た
。
工
業
会

と
し
て
生
産
や
経
営
な
ど
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
で
連
携
で
き
れ

ば
農
業
全
体
に
広
げ
ら
れ
、

新
規
ビ
ジ
ネ
ス
の
宝
庫
に
な

る
だ
ろ
う
。

　
番
所
　
淡
路
地
域
の
工
業

会
の
活
動
に
現
在
、
県
幹
部

な
ど
と
の
交
流

の
場
が
な
い
。

こ
の
地
域
に
も

県
の
施
策
や
助

成
制
度
な
ど
に

つ
い
て
定
期
的

に
意
見
交
換
で

き
る
場
を
設
け

て
ほ
し
い
。

　
頃
安
　
工
業

会
最
大
の
特
徴

は
会
社
の
規
模
に
か
か
わ
ら

ず
、
会
員
が
対
等
な
立
場
に

あ
る
こ
と
だ
。
わ
が
社
は
大

手
の
優
秀
な
技
術
者
を
顧
問

に
迎
え
人
的
交
流
を
し
て
い

る
。
今
後
は
さ
ら
に
活
発
な

交
流
を
し
て
い
き
た
い
。
大

手
の
ニ
ー
ズ
と
中
小
が
持
つ

シ
ー
ズ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

は
、
大
手
側
に
企
業
秘
密
が

多
く
、
引
き
合
い
の
時
に
情

報
が
乏
し
く
、
的
確
な
見
積

も
り
が
難
し
い
。
だ
か
ら
一

歩
踏
み
込
ん
で
互
い
が
フ
ラ

ン
ク
に
話
せ
る
場
を
作
っ
て

ほ
し
い
。

　
―
数
多
く
の
意
見
が
出
ま

し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
池

田
会
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え

ま
す
か
。

　
池
田
　
工
業
会
活
性
化
に

向
け
て
次
期
経
営
者
や
若
手

社
員
を
取
り
込
む
仕
組
み
を

作
り
た
い
。
そ
の
昔
、
家
庭

や
学
校
の
教
育
は

立
派
な

大
人
に

だ
っ
た
が
、
現
在

は

良
い
学
校
・
会
社
に
入

れ
る

と
い
う
風
に
な
っ
て

い
る
。
就
職
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
も
、
地
元
企
業
が

学
校
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会

も
検
討
し
た
い
。
行
政
と
の

交
流
を
ほ
か
の
地
域
に
も
広

げ
る
の
は
賛
成
。
ぜ
ひ
当
該

部
署
に
働
き
か
け
る
。
農
業

と
の
連
携
は
立
場
と
し
て
は

難
し
い
。
た
だ
、
で
き
る
こ

と
が
あ
れ
ば
や
り
た
い
。
人

材
や
シ
ー
ズ
と
ニ
ー
ズ
の
マ

ッ
チ
ン
グ
に
は
力
を
入
れ
て

お
り
、
成
果
を
出
す
に
は
経

営
者
ク
ラ
ス
の
積
極
的
な
参

加
が
要
る
。
中
小
企
業
に
は

次
期
経
営
者
を
育
て
る
戦
略

も
要
る
だ
ろ
う
。
皆
さ
ん
の

意
見
を
踏
ま
え
、
会
員
企
業

の
発
展
の
た
め
に
手
を
打
っ

て
い
く
。

　
―
兵
庫
の
製
造
業
の
一
段

の
活
躍
と
、
さ
ら
な
る
工
業

会
の
発
展
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。


